
61 2014(H26) 年９月 1日発行



02 目次

2014（H26）9月 1日

61

北海道情報大学　紀要　25-2
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北海道情報大学の教育について（3）冨士学長

平成 26年度入学式

平成 26年度第 1回保護者の会

春の食改善運動、保健センターから

新任教員の紹介　先端経営・栗山敏准教授　システム情報・渡部重十教授

新任教員の紹介　医療情報・佐藤裕二教授、髙橋文教授

新任教員の紹介　医療情報・奥村昌子准教授、佐瀬雄治講師

新任教員の紹介　情報メディア・伊藤一正准教授、福光正幸講師

体育祭の報告　学生実行委員会

北海道情報大学大学院からのお知らせ

南京大 IT・日本語クラス 8期生編入学。　「日本語｣弁論大会

この先生の裏の顔　情報メディア学部　平子玲子 先生

ゼミ紹介　先端経営学科松本ゼミ　医療情報学科喜多ゼミ

ゼミ紹介　情報メディア学科福光ゼミ　学生アート活動UNIPA の報告

クラブ紹介・軟式野球部

女子カフェ

決算報告・主要行事等

ななかまど編集隊

《　論　　文　》
●社会科教育法に関する一考察
―生活現実との切り結びと新自由主義をめ
ぐって―　小西　二郎
●＜進路指導―学習指導・生徒指導＞
の下方スパイラル的困難化に関する予
備的考察 　小西二郎　高島裕美
●四半期キャッシュ・フロー情報を任
意開示した企業の特性　松本紗矢子
●日本の大学生に対する CLT 授業方法
の試験的導入　ライアン ジョエル P.

●若年日本人女性のやせ型体型が潜在
的健康障害に及ぼす影響の解明
佐藤浩樹　西平順　吉岡英治
●北海道情報大学における講義活性化
支援ツールの開発　安田光孝　向田茂
谷川健　穴田有一
●Moodle の新しい機能ブレンド型授
業導入のために　広奥暢

《　研究ノート　》
●高校数学における発展的オプション
教材の意義について　林雄一郎

http://www.do-johodai.ac.jp/kiyou/kiyou_25_2.html

《　報　告　》
●外国語授業における教員と学生の発
話分析　竹内典彦　チャールズ・マク
ラーティ　荒木陽子　玉置重俊　田中
英夫　梅津真　飯嶋美知子　田中里実
天野尚樹



スタートしたわけです。

　

これまでにない多様な学生の増加とい

う中で、教育の質の保証が求められて

います。教育 GP プロジェクトでは、

授業の改善に必要な情報をファカル

ティポートフォリオというデータベー

スに蓄積し、教員が情報共有しながら

PDCA（計画・実施・評価・改善）サ

イクルをまわす FD 支援システム

（CANVAS）を構築し、その成果を学生

に還元することを目標としました。ま

た、システム開発と併せて、教育の質

の向上につながる諸制度として、「学

生による授業評価アンケート」、「ピア

レビュー」、「カリキュラム・アドバイ

ザリーボード会議によるカリキュラム

の見直し」、「GPA 制度」、「チュータ制

度」、「Own Teacher 制度」などを導入

しました。中でも、教員が相互に授業

参観し、優れた授業内容や方法を参考

にするピアレビューは、全教員が取り

組んでいます。また、産業界等の識者

から本学のカリキュラムや授業内容等

　今回の北海道情報大学の凄い事実

（日本の大学で初めて）は、授業の内

容及び方法の改善を図るための組織的

な取り組み（FD: ファカルティ・ディ

ベロップメント）として、ICTの利活用

によって授業改善のための情報を共有

し、PDCA サイクルを回しながら推進

するモデルを構築し、FD 先進国であ

る米国でも高く評価されたことです。

平成 20 年 4 月、大学設置基準等の改

正により、日本の大学には、FD が義

務化されました。本学でも、新たに

FD 委員会を立ち上げ、半数以上の教

員が関わりながら 8 つの作業部会

（WG）でスタートしました。そして、

平成 20 年度「質の高い大学教育推進

プログラム」（教育ＧＰ）に申請し、

採択されることになります。全国の大

学等から 939 件の申請があり、148 件

（15.8％）の取組が選定され、本学の

教育 GP 3 カ年プロジェクト「ICT に

よる自律的 FD推進モデルの構築」が

に関して貴重な意見を頂き、改善を図

るカリキュラム・アドバイザリー会議

は、他大学に先駆けて実施している優

れた取組です。

CANVAS のシステム開発は、教員、

MEC（メディア教育センター）、そし

て本学学生スタッフとのコラボレー

ションの成果です。特に、このプロ

ジェクトに参加した学生の皆さんは、

システム開発の現場を経験することで

大きく成長しました。このようなリア

ルプロジェクトに学生が参加出来るの

も、北海道情報大学の魅力です。さら

に、学生の目線から授業改善のアイ

ディアや意見を出し、直接学長と議論

する機会のある「学生 FD」も立ち上

がりつつありますので、積極的に参加

してほしいと思います。その事が、学

生の皆さんの成長にもつながると思い

ます。

北海道情報大学の教育について（３）　―  ICT を利活用した FD活動 ― 北海道情報大学
学長　冨士　隆

先生も頑張っている！

情報大学の「すごい」を

そして学生参加の改革が実現

学生の意見も尊重します

to be continued
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　4月4日（金）午前10時から、本学松

尾記念館講堂において、平成26年度北

海道情報大学入学式を挙行しました。

式の模様は、式場に設置されたテレビ

カメラにより、保護者室（211教室、

212教室、213教室）と全国にある通信

教育部の各教育センターにも生中継さ

れ、多くの保護者や教職員に見守られ

る中、新 情報大学生としてスタートし

ました。

　式の中では、入学生代表として佐佐

木諒太さん（情報メディア学科1年）

が、南京大学編入学生代表として朱　

瑞さん（情報メディア学科3年）が、

これからの学生生活の抱負について宣

誓しました。

　式終了後には、新入生と保護者に対

して、建学の理念、本学の開学に至っ

た経緯等について知っていただくため

のビデオ上映、その後、学科・専攻ご

とに分かれて場所を教室に移し、入学

生・保護者・クラス担任の顔合わせを

兼ねた学科別等ミーティングが行われ

ました。（総務課）

04 平成26年度入学式

宣誓を学長に手渡す入学生代表佐佐木諒太さん

北海道情報大学平成26年度　入学式

南京大学から IT・日本語クラス 8期生が
本学に編入学

　彼らは、今年の 3 月 9 日に日本へ来

ました。東北大震災、福島原子力発電

事故から 3年が経過しましたが、

　まだまだ復興が続く日本で留学する

ことは、学生達にとっては様々な面で

貴重な体験となることでしょう。この

日本での留学生生活が彼らの人生に

とって有意義なものになることを期待

しています。

　平成１９年から実施している、中国

南京大学と本学との共同事業『ＩＴ・

日本語クラス』の 8 期生 4 名が、平成

26 年４月、晴れて本学の経営情報学部

と情報メディア学部の３年次に編入学

しました。

　この共同事業

は、南京大学外

国語学院と本学

との国際交流協

定に基づき、ま

ず南京大学外国

語学院で２年間、

ＩＴと日本語の基礎を勉強します。そ

の後、編入学試験を受けて本学の学部

３年次に編入学して２年間、専門科目

を修めて本学を卒業し学士の学位を目

指すというものです。





日本の宇宙飛行士は誰もいなかった

し、その計画すらありませんでした。

日本のロケットが人工衛星を打ち上げ

始めたころです。だったら、私の身代

わりを宇宙に送り込んでみたいという

ことで、人工衛星や惑星探査機による

宇宙の研究を大学で始めました。私が、

搭載機器の製作などで直接関わった人

工衛星は３機、惑星探査機は２機です。

この中の２機は、現在も宇宙空間を飛

翔し観測しています。

　宇宙は謎が多く、開発や研究で苦労

しますが、人工衛星や探査機が完成し

てデータの取得ができたときには、す

ばらしい達成感があります。最近は、

宇宙の情報や宇宙から地球の情報な

　４月に経営情報学部に着任した渡部

重十です．宇宙情報システムコースで

宇宙情報関連の講義とゼミナールを担

当します。

　北海道生まれの生粋の道産子です。

北海道での美しい星に魅せられ、将来

は天文をやってみたいと思っていまし

た。ところが、アポロ計画で月面に人

類が足を踏み入れ、私の計画は方向転

換。将来は宇宙飛行士。でも、当時は

ど、宇宙や地球に関連する膨大なデー

タで溢れています。ビッグデータと呼

ばれています。北海道情報大学では、

学生・教職員・関連する企業の皆さん

と膨大な宇宙情報を利用して私たちの

生活に役立つ情報をいかにして取り出

すか、考えたいと思います。やってみ

たらおもしろい、わくわくする、その

ような講義やゼミナールを目指して教

育研究を進めたいと思います。

06 新任教員紹介①

新任教員紹介①

新任教員からのごあいさつ ／ 経営情報学部

本学にて希望が叶ったという次第で

す。

【専門と研究分野】

私の専門は経営情報学です。企業では

情報システム構築の上流工程である、

企画・構想立案段階の仕事に長く携

わってきました。研究テーマは情報シ

ステム構築プロジェクトの成功要因で

あり、それを経営者を初めとするス

テークホルダーの支援行動のあり方と

いう観点から探究しています。

【学生の皆さんにお伝えしたいこと】

企業人に求められるのは、課題発見能

力を含む課題解決能力です。これを持

てれば、企業はやりがいの感じられる

楽しい場所に変わります。その基礎的

能力を身に付けるのが正にいまの学生

時代なのです。私は企業で学生の採用

【経歴と大学教員になろうと思った動

機】

私は１９８２年に日本ＩＢＭというＩ

Ｔ企業に入社し、30 年間の勤務の中

で顧客企業担当営業、コンサルタント、

セミナー講師などを担当してきまし

た。現在５４歳ですが、４０代半ばを

過ぎる頃から、企業でやるべきことは

一通りやったという達成感と同時に、

これからは別のことに取り組みたいと

いう気持ちが強くなってきました。そ

こで次世代のリーダーを育てる大学教

員という仕事に魅力を感じ始め、今春

にも携わってきましたし、本学でも就

職委員を仰せつかっています。なので、

採用する側の視点を盛り込んだ、実践

的な就活アドバイスができると考えて

います。また授業やゼミでもそれらの

価値を盛り込んでいきたいと考えてい

ます。どうぞよろしくお願い致します。

先端経営学科　　准教授　栗山　敏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「希望がかないました」

システム情報学科　教授　渡部重十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「宇宙はおもしろい」
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した。その後は関東地方の薬学部生薬

学教室で「丁子の成分研究」を行い、

自然界には珍しい化合物を発見しまし

た。さらに同大学医学部に移った頃は

バイオテクノロジーが目覚しい発展を

し始めたころで、モノクロナール抗体

や制限酵素など、遺伝子工学の技術を

用いて、ベーチェット病の発症機序に

関する研究を行いました。診療情報管

理士として病院勤務をする中で、病理

解剖により明らかとなった死因と死亡

診断書に書かれた病名との間に相違が

あることに気がつき、これが『死亡診

断書の精度解析』の研究を始めるきっ

かけとなりました。

　振り返ってみますと、随分と様々な

研究室や学問領域を渡り歩いてきたな

　４月から医療情報学科に着任しまし

た高橋 文です。今年度の担当科目は

『診療情報管理Ⅰ・Ⅱ』『分類法総論』『病

院実習』『診療情報演習』『ゼミナール

･卒業論文』です。

　今年の三月までは市立病院では診療

情報提供や情報の管理･分析などの業

務に就いていました。現在は、診療情

報管理の講義を行っていますが、実は、

理学部化学科の出身です。学部および

大学院の３年間、「枯草菌の芽胞形成

における分化」について研究を行いま

あと思うと同時に、就職場所や研究領

域を狭めず、いま置かれた環境の中で

何かを追求してきたことが今に繋がっ

たと思います。これは、いつも良き協

力者･良き指導者に巡り会えたおかげ

に他なりません。

　「感謝のこころを忘れずに、謙虚に。」

私の信条としています。よろしくお願

いします。

新任教員紹介②

新任教員からのごあいさつ ／ 医療情報学部

医療情報学科　　教授　高橋 文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 感謝のこころ 」

器系の講義・実習指導、輸血講義を行っ

ておりました。最近では、看護専門学

校の講義、若手の学会発表・論文指導

や管理栄養士・診療情報管理士・医療

事務、理学療法士（リハビリテーショ

ン）、MSW（Medical Social Worker）

とのディスカッションを行ってきまし

た。その中で、栄養管理は免疫、QOL

(Quality of Life) とも強く相関すること

から、各病院で NST(Nutrition Support 

Team) の設置など重要性はますます増

してきております。また、診療情報管

理士、医療事務は、病院の在院日数・

収入、術後食事開始時期、術後リハビ

リなど自分の医療機関の状況を把握

し、ま た 診 療 報 酬 の 包 括（DPC：

Diagnosis Procedure Combination) の

　２０１４年４月より医療情報学部に

勤務しております佐藤裕二です。私は、

もともと北海道出身で、大学も北海道

で卒業後も一時期を除いて北海道内で

仕事をしておりました。専門は医学分

野です。研究面では、モノクローナル

抗体の作製とその応用、マウスを使用

した種々動物実験、癌細胞培養で抗癌

剤の効果や抗体療法について携わって

きました。その後、癌の免疫治療とし

て樹状細胞を用いた遺伝子治療，癌抗

原を応用した癌ワクチン療法の研究を

行っておりました。教育面では、消化

問題点を指摘し提言する上で重要な役

割をしております。北海道情報大学に

は、コンピューターを駆使した情報処

理能力は優れており、自分自身がまず

情報処理を学び、応用する能力を養い、

医療情報学部で実践に役立つ人材育成

に寄与したいと考えております。よろ

しくお願いいたします。

医療情報学科　　教授　佐藤 裕二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「道産子研究者です」



　　　

08 新任教員紹介③

新任教員紹介③

新任教員からのごあいさつ ／ 医療情報学部

入向上プログラムや妊産婦と乳幼児の

栄養向上プログラムの実践と研究をし

ています。これまでの仕事を一言で表

すとしたら、「食を通した健康なコミュ

ニティづくり」ということになります。

健康なコミュニティ、それは、病気の

有無にかかわらず、人が健やかな気持

ちで生活ができる場です。そのような

コミュニティを生活の糧である “食 “を

キーワードに整えていくこと、その方

法を実践活動と研究を通して考えてき

ました。その中で、健康や食に関する

情報の活用と普及は、今後ますます、

健康なコミュニティづくりの鍵になる

と考えています。そのため、情報の専

門家集団といっても過言ではない本学

で、各先生にご教授いただきながら、

本年 4 月に医療情報学科に着任しまし

た奥村 昌子です。よろしくお願いしま

す。本学では、主に健康情報科学コー

スの専門科目、食品化学、栄養学など

を担当します。

　私はこれまで、保健センター、刑務

所の管理栄養士として勤務した後、大

学教員として管理栄養士の養成教育に

携わってきました。10 年ほど前から

インドの農村地域で食品加工による収

学生と一緒に食を通した健康なコミュ

ニティづくりと健康情報の活用につい

て研究できるのではと楽しみにしてい

ます。

　最後に、西平学部長、上杉学科長の

お二人の “イクボス” を筆頭に、育児

に温かな理解と協力を示してくださる

同僚の先生たちと教育・研究ができる

医療情報学科は、1 歳になりたての息

子を持つ私にとって、まさに “健康な

コミュニティ” そのものです。

医療情報学科　　准教授　奥村 昌子　
　　　　　　　　　　　　　　　　「健康なコミュニティづくり」

長年住んできた江別の空気を吸えるこ

とに幸せを感じていましたが、私が江

別を離れている間に「えべチュン」と

いう謎の鳥が繁殖を始めているという

噂を耳にし、まだまだ江別について知

らないことがあり、修行が必要だなと

感じています。

　大学では放射線技術科学を専攻して

いましたが、その後医療情報・医療経

営に興味を持ち始め、小樽商科大学大

学院に進学し経営学を本格的に学び始

めました。卒業後は医療法人に就職を

し、事務職・研究職を経て、旭川市の

クリニックにて事務長としてクリニッ

ク経営に携わっていました。その間の

2年間、北海道情報大学にて非常勤講

師を経験させていただいた後、何かの

4月に医療情報学部に着任致しました

佐瀬雄治です。今年度は「病院管理論」

「DPCマネジメント概説」担当します。

どうぞよろしくお願いします。

　私は小学校から大学院卒業まで江別

で育ってきた江別っ子です。進学・就

職を期に江別を離れ、札幌・旭川と道

内を移動してきましたが、また今年、

江別に戻ってくることが出来ました。

ご縁があり、この 4月から北海道情報

大学に講師として赴任しました。

　私のゼミでは「真面目にやるときは

全力で真面目にやる。ふざけるときは

全力でふざける。」をモットーにして

おり、私自身がゼミ生の見本となれる

よう、就業前後・休日問わず趣味のサー

フィンやトレーニングに勤しんでいま

す。夏は肌が黒くなりすぎる傾向があ

るので、皆さん大目に見てください。

医療情報学科　　講師　佐瀬 雄治
　　　　　　　　　　 　「江別で育ち、江別に帰ってきました」

飲み会ではありません！栄養学のサンプルです。



理解できることでした。なぜこの方式

で人の情報を守ることができるのかと

いう理由に凄く興味が沸き、暗号理論

の研究を始めました。

　最後になりますが、この貴重な大学

生活の中で、是非、学業でも、課外

活動でも「いいな」と思

うことに沢山触れてみた

ら良いのではないかと思

います。特に、情報

セキュリティに興

味があれば、

共 に 勉

強でき

たら幸い

です。
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わっているかどうか関心を抱いており

ました。しかし実際に本学の学生と接

してみると、それほど大きくは変わっ

ていない印象を受けています。私が大

学に入学した４０年程前は、学生運動

の余韻がまだ残っている時代でした。

ずいぶんと乱暴な者もいました。しか

し本質的なところでは同じだと感じて

います。エジプトのピラミッドにも「最

近の若い者は云々」と記されているそ

うですが、いつの時代にも年配者は若

い人たちをそう見てきたのかもしれま

せん。できるだけ、そうした目線で彼

らを見ないように心がけている昨今で

す。

　英語教育では、Ｊゼミで英検対策講

座を受け持っています。学生は一生懸

命勉強しています。何とか今年度中に

　この度、ご縁がありまして、４月よ

り北海道情報大学に勤務しております

伊藤 一正です。以後、よろしくお願い

いたします。

　早いもので赴任してから３ヶ月以上

になります。この間、多方面で大学関

係者の皆様に大変お世話になりまし

た。衷心よりお礼申し上げます。

　さて、本学の前は高等学校に勤めて

いましたので、大学勤務は初めてとな

りますが、今の大学生の気質は昔と変

上級の検定試験合格者を出したいと

思っております。

　この未曾有の少子化の時代に、校種、

公私を問わず、学校経営は厳しさを増

しています。こうした環境下で、北海

道情報大学のますますの発展のため

に、微力ながら一生懸命尽くしたいと

考えております。今後ともご支援・ご

協力のほどをお願い申し上げます。

情報メディア学科　　准教授　伊藤 一正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「心がけていること」

　 の楽しみは、時間を見つけては、札幌

を始め様々な場所を巡り、街を散策し

たり、おいしい料理やデザートのお店

を発見したりすることです。

　さて、私は情報セキュリティと暗号

理論を専門としています。学士課程で

は、ユーザのパスワード作成をソフト

ウェアにより支援する方法について、

一方で、院生時代は、現代暗号の安全

性について研究してきました。このよ

うに、実学的な研究から理論研究を始

めようと思ったきっかけは、ＲＳＡ暗

号と呼ばれる暗号との出会いでした。

これは、インターネット上で実際に使

われている暗号です。何より驚いたこ

とは、中学校までで習う数学の知識さ

えあれば、この暗号化アルゴリズムを

　４月より情報メディア学部に着任し

ました福光正幸です。よろしくお願い

致します。

　私は今年３月まで東北大学で大学院

生をしていました。これまで東北を離

れたことがなかった私にとって、北海

道は憧れの地でした。特に、卒業旅行

では、時間を掛けて北海道を周りたい

と思うほどでした。そのため、この地

で生活できることは夢のようです。今

情報メディア学科　　講師　福光 正幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「情報を守る」









もＯＫのようだ。韓国訪問歴は 30

数回、もう国内感覚で動く。買い物

の値切り方もお手のもの。美味しい

お店の情報もどっさり。傍の人間が

ハラハラするほど韓国に深入りし、

現在の研究テーマは「植民地期朝鮮

における日本人女性」となり、韓国

語で発表した論文も数本という。ラ

イフワーク 50 歳を過ぎて出会った

ようだ。秘かに自負しているのは、

いわゆる「한류( 韓流 ) ブーム」が

起こる前から韓国の魅力に目覚めた

ことだという。

さてこの人、もうひとつの顔を持っ

ている。ある日 10 ㎏近いリュック

を背負い、千曲川源流をめざして歩

く姿があった。奥秩父の甲武信岳

(2475ｍ) ～国師岳 (2591ｍ) ～北奥

千 丈 岳 (2601ｍ) ～ 金 峰 山

(2595ｍ) を踏破する２泊

３日の山行だ。歩行時間

は３日とも約６時間。

天候にはあまり恵まれ

ず、最終日はカッパを

着て雨の中を歩く。ま

るで修行僧のようだっ

た。日本の山はすべて

信仰と深く結びついてい

　研究室の扉には「오서오세요 .( よ

うこそいらっしゃい )」のプレート。

山の頂上で撮った写真。扉の傍らに

はハングル混じりのポスター。そし

て研究室の片隅には色あせた겨울 

연가( 冬のソナタ ) のポスター。ま

だ持ってたの！

21 時には TV の CS 放送から韓国

KBS のニュースが流れる。耳で聴き

ながら食器洗いやストレッチ。夜２

２時が近づくと動作が早まる。急い

で家事・入浴をすませてＰＣを立ち

上げ、画面に見入ること約１時間。

「あー、今日はイマイチだった」「次

回は絶対見なきゃ」などと口走る。

画面に流れるのはなんと韓国ドラ

マ。インターネット経由で韓国の地

上波放送をキャッチしているらし

い。2004 年以来この習慣は続く。

見たドラマは 100 種を下らないだろ

う。何のためって？曰く「韓国語学

習です」。1993 年に家族で韓国へ初

めて行った時、まわりはハングル文

字のみ。ガイド無しでは右へも左へ

も行けなかった。「一番近い国なの

にこれでいいの？」。これが一念発

起の始まりらしい。紆余曲折を経な

がらここまで来て、今や字幕なしで

る。信仰と無縁なのは白馬岳くらい

だという。雨の山行で唯一のなぐさ

め・癒しは山に咲く花 ( 高山植物 )。

この日は素晴らしいアズマシャクナ

ゲの大群落が迎えてくれたそうだ。

山歴は 30 年近い。山の花に魅せら

れている。ＰＣには訪れた山で撮影

した花の写真がびっしり保存されて

い る。歩 き な が ら メ モ を と る。

「1999 年 7 月に登った東北の鳥海山

には 50 種類以上の花が咲いてい

た」。「2000 年 7 月に登った南アル

プスの仙丈岳は 30 種類以上だっ

た」。山のノートは 10 数冊となり宝

物。きっと棺桶に入れることになる

だろう。苦しさを承知で登るという。

「頭がからっぽになる」。日頃の喧騒・

仕事上のストレスなどをすべて忘れ

てひたすら足を前に運ぶ。頂上に

立ったときの爽快感を味わいたく

て、性懲りもなくまた次の山をめざ

す。最近は雄阿寒岳・雌阿寒岳・阿

寒富士を踏破したらしい。次は北ア

ルプスの三俣蓮華岳～鷲羽岳～水晶

岳～野口五郎岳の４日間だと騒いで

いる。遭難だけはしないでほしい。

情報メディア学部

第 4 回 平子 玲子先生
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兵役中のキム・レオンと
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医療情報学部 医療情報学科

　もちろん研究なので、テーマを大きく

変えざるをえなかったり、情報の集め方、

解釈の仕方、表現方法などの約束事で悩

むことは多いとは思いますが、好きなれ

　実は、喜多ゼミは、学生の自主性に任

せて進められることを密かに画策してい

ます。

　卒業研究のテーマを何にするか？講義

では興味・関心が持てなくても勉強しな

ければならないので、卒業研究では、自

分の関心事をとことん調べてもらうこと

にしています。ゼミ生それぞれが、まっ

たく異なるテーマに取り組んでいますの

で、他の学生の発表を聴き、これまで知

らなかった（関心がなかった？）世界が、

急に身近なものとして感じられるようで

す。発表学生も、他の学生の素朴な質問

や意見に、自身の課題への理解が深まっ

ている実感と新たな疑問への取り組みが

刺激されるようです。

ばこそ、自分の力で満足できる作品を

創ってくれることを願っています。

　また，3 年生のゼミでは，「日経

STOCK リーグ」に挑戦しています。手

元に資金が 500 万円あると仮定して株

式投資を行うとしたら，どのような観

点で投資先の企業を選ぶのか。2 つの

チームに分かれて，ディスカッション

中です。

　4 年生のゼミでは，北海道の信用金

庫の今後の在り方について，共同論文

　先端経営学科の松本ゼミは，会計分

野を研究テーマとしています。ゼミで

はまず，基本的な財務分析の手法を学

びます。今年度の 3 年生のゼミは，江

崎グリコ，森永製菓，ブルボンの三社

について有価証券報告書を入手し，

ROA，ROE などの収益性の尺度や流動

比率，当座比率などの安全性の尺度を

理解することからスタートしました。

を執筆中です。信用金庫の業績データ

を手作業で収集して，データベースを

構築し，その後，分析を行って，それ

ぞれの信用金庫の特徴をまとめていま

す。

　ゼミでディスカッション力，分析力，

コミュニケーション力を磨いて，飛躍

してもらえればと思います。

14 ゼミ紹介　松本ゼミ　喜多ゼミ

経営情報学部 先端経営学科松本ゼミ

喜多ゼミ














